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はじめに

2012年11月、筆者は栄根遺跡から出土している磨製石器を実見する機会を得

た。その際に、本資料は古墳時代の剣形石製模造品ではなく、弥生時代の磨製

石鏃の可能性を考えるに至った。そこで本論では栄根遺跡出土資料の性格を検

討し、さらに関連資料との比較を通して資料の位置付けを行うことを目的とす

る。

１．栄根遺跡出土磨製石鏃の検討

（１）栄根遺跡の概要

栄根遺跡は兵庫県川西市に所在し、猪名川右岸の沖積地に位置する（第１図

−A）。遺跡の範囲は明確ではないが、南北約300m、東西約400mと考えられて

いる。弥生時代中期の方形周溝墓2基、弥生時代末∼古墳時代後期にかけての

竪穴式住居跡10軒、弥生時代∼鎌倉時代の自然河川が検出されている（岡野

1988）。また、第６次調査で幅約1.7m、深さ0.6mの溝から弥生時代前期末の完

形壺１点が出土している（岡野2006）。

栄根遺跡の南西に位置する丘陵上には加茂遺跡が存在する（第１図−B）。加

茂遺跡は弥生時代中期を中心とする南北約800m、東西約400mの範囲をもつ大

規模集落である。集落の最盛期は中期で、後期には集落の縮小が確認されてい

る。加茂遺跡の周辺には栄根遺跡、小戸遺跡、下加茂遺跡が存在し、弥生時代

前期から形成されていた集落群と捉えられており、加茂遺跡の母体と考えられ

ている。さらに、加茂遺跡でみられる集落の縮小と時期を同じくして栄根遺跡

に住居群が現れることが確認されており、両遺跡は非常に密接な関係であるこ
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とが伺える。

また、明治44年に加茂遺跡の位置する丘陵の東側崖下から「栄根銅鐸」が出

土している（第１図−C）。この「栄根銅鐸」は復元高114cmで全国的にも最大

クラスの部類に入り、突線紐5Ⅱ式に分類され、弥生時代後期のものであると考

えられている（岡野2006）。

このように栄根遺跡は当該地域の弥生時代中期から後期にかけて、加茂遺跡

を中心とした小地域社会を明らかにするうえで重要な遺跡であると評価でき

る。

（２）栄根遺跡出土磨製石器の概要

本資料（第２図）は全長5.5cm、最大幅2.4cm、最大厚0.4cm、重量７gを測

る。弥生時代∼鎌倉時代の自然河川から出土しており、「剣形石製模造品」と報
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第１図 栄根遺跡および周辺遺跡

Ａ：栄根 Ｂ：加茂 Ｃ：栄根銅鐸出土地 １：栄根寺廃寺 ２：小花石棒出土地 ３：小戸 ４：寺畑

５：雲雀山東尾古墳群 ６：雲雀丘古墳群 ７：六つ塚



告されている（岡野1988）。平面形態は柳

葉形を呈し、一端を平坦に研磨している。

先端および側縁に若干の欠損が確認でき

る。平坦に研磨された辺から1.8cmの位置

に内径0.25cmの孔をもち、両面から穿孔

が施されている。孔は内径0.25cm、外径

0.65cmを測り、孔径の差が明瞭で、両面か

ら穿孔されることにより臼状の断面形を呈

する。全面を研磨しており、刃部が形成さ

れ、断面は凸レンズ状を呈している。石材

の詳細は不明だが、実見した限りでは軟質な石材である。

筆者が実見したところ、この資料は古墳時代の剣形石製模造品ではなく東日

本に多くみられる有孔磨製石鏃であるように見受けられた。そこで、剣形石製

模造品と有孔磨製石鏃の形態的特徴を比較し、資料の検討を試みたい。

（３）剣形石製模造品との比較

はじめに剣形石製模造品の形態的特徴について整理をしたいと思う。剣形石

製模造品の分類に関しては篠原祐一の分類（篠原1997）に準拠する（第３図）。

篠原は平面形態と断面形態に着目し分類している。平面形態はⅠ∼Ⅲの３つ

に分類される。Ⅰは移植鏝状を呈するもので、鉄剣の茎を忠実に再現している。

孔は突出した茎部に穿たれる。Ⅱは二等辺三角形の一辺に台形もしくは三角形

を付加したもので、茎が形骸化している。一孔のものと二孔のもとが存在し、

一孔のものをa、二孔のものをbと分類している。Ⅲは三角形状で一辺が半円も

しくは直線を呈するもので、Ⅱ同様一孔と二孔が存在し、a・bに細分化される。

断面形はA∼Dの4つに分類される。Aは菱形を呈するもので、両面に明瞭な鎬

を表現する。Bは三角形を呈するもので、片面に鎬を表現する。Cは台形を呈

するもので、鎬の表現が形骸化し、稜となる。Dは長方形を呈するもので、い

わゆる板状のものである。

栄根遺跡資料をこの分類に当てはめると平面形はⅢaに分類するのが妥当で

あろう。しかし、断面形はA∼Dのどれにも該当しない。また、栄根遺跡と同
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第２図 栄根遺跡出土磨製石鏃



じく摂津に位置する大阪市平野区長原遺跡

出土の古墳時代の剣形石製模造品（第４図）

と見比べてみても形態の差異は明らかであ

る。栄根遺跡資料は、断面が凸レンズ状を

呈し、研磨し刃部を作っていること、穿孔

の形状が弥生石器にみられる外径と内径に

明瞭な差があり、台形状の断面形を呈する

ことから剣形石製模造品ではないと考えら

れる。

以上のことから一孔を有する磨製の石製

刺突具という可能性がでてきた。そこで筆

者が類似していると考えた弥生時代の磨製

石鏃と比較してみよう。

（４）磨製石鏃との比較

磨製石鏃は縄文時代晩期∼弥生時代前期に朝鮮半島から北部九州に伝来し

た。当該期にみられる磨製石鏃は長い鏃身と長い茎をもつ長鋒長茎鏃と短い鏃

身に短い茎をもつ短鋒短茎鏃の二者存在するが、その多くが長鋒長茎鏃である。

鏃身断面は菱形を、茎断面は六角形を呈し、朝鮮半島からの舶載品であり、主

に副葬品として墓から出土することから非実用品であると考えられている。前

期前半には大型化や断面形の形骸化などがみられ国産化が始まった可能性が指

摘されている。また、同時期に国産の磨製石鏃である無茎の扁平三角鏃が出現

し、中期以降南部九州に広がりをみせる（下條1977、1991）。

対して、東日本（関東、中部高地、東海）では弥生時代中期に磨製石鏃が出

現し、次のような特徴的な資料が多数認められることが指摘されている（井上

2008、岡本1999、及川2002、神村1972・2001、桐原1969、坂詰1958、関1965・

1967、関沢1994）。東日本でみられる磨製石鏃の多くは、いわゆる有孔磨製石鏃

と呼ばれるものである。平面形は三角形（第５図−１・２・３）あるいは五角

形（第５図−４・５・６）を呈し、無茎の凹基式の基部をもつものが一般的で

ある。法量をみてみると、長さは１cm前後∼８cm前後と数値の幅が広く、石
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第３図 剣形石製模造品分類図



鏃とするには大きいものも含まれるが少数で、その多くは1.5cm∼４cm前後に

集中する。幅は１cm∼３cmに集中し、長さ５cmを超えるような大型なもので

もこの範囲に収まる傾向がみられる。重さは１g未満∼９g前後の範囲に及ぶ

が、その多くは１∼３gに集中する。さらに、鏃身の中央または中央やや下部

に一孔あるいは二孔を有することが特徴的である。この孔は矢柄あるいは根挟

みなどとの固定の際に使用される孔と考えられており、着柄方法の特徴を示し

ている。また、鏃身の断面は扁六角形や凸レンズ状を呈する。東日本にみられ

る有孔磨製石鏃は上記のような共通の特徴を有しているのである。

ただし、先に紹介した栄根遺跡の資料は平基式の基部を有する点が東日本で

多くみられる有孔磨製石鏃と異なる。しかしながら、少数ではあるが平基式の
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第４図 長原遺跡の剣形石製模造品



有孔磨製石鏃が認められる。そこで、次に弥生時代に属すると考えられる栄根

遺跡出土石器の類例をみていこう。

２．磨製石鏃からみる東西交流

（１）平基式有孔磨製石鏃の類例

栄根遺跡の資料は平基式の有孔磨製石鏃であると考えられる。平基式の基部

は東日本の有孔磨製石鏃にはほとんどみることができない基部形態である。栄

根遺跡以外の平基式有孔磨製石鏃にはどのようなものが存在するのだろうか。

本節では平基式有孔磨製石鏃の資料をみていこう。

千代川遺跡 千代川遺跡は京都府亀岡市に所在する、亀岡盆地のほぼ中央に
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第５図 東日本の磨製石鏃

１：松原（長野県） ２・３：恒川（長野県） ４・５：白倉下原（群馬県）

６：多摩ニュータウン（東京都）



位置する縄文時代∼鎌倉時代にかけての複合遺跡である（第８図−２）。千代

川遺跡出土の磨製石鏃は計３点で、１点が弥生時代の遺構から、２点が古墳時

代の遺構から出土している。古墳時代の遺構から出土した磨製石鏃のうち１点

は鏃身に一孔穿たれており、有孔磨製石鏃である（第６図−１）。この有孔磨製

石鏃は平基式で、先端を欠損しており、残存長4.8cm、幅2.7cm、厚さ0.4cm、

重さ6.9gを測る。また、鏃身よりやや下の位置に直径0.2cmの孔を有する。全

面を研磨しており、先端部付近には中央に稜が走り、鏃身中央は平坦になるよ

うに研磨している。古墳時代の溝SD15040から出土している（鵜島1992）。

服部遺跡 服部遺跡は滋賀県守山市に所在する。野洲川下流平野に位置する

弥生時代中期後半∼後期初頭にかけての方形周溝墓群および集落遺跡で、磨製

石鏃の製作遺跡でもある（第８図−３）。服部遺跡からは３点の有孔磨製石鏃

が出土している。そのうち一点は残存不良のため記載は省略する。

平基式の有孔磨製石鏃は１点である。第６図−３は全長3.65cm、幅2.8cm、

厚さ0.5cm、重量６gを測る。平面形は外湾した側縁をもつ二等辺三角形を呈

する。基部端は平坦に研磨され、平基式の基部を作り出している。研磨は大き

く３面に施され、先端部から縦方向に稜が整形される。また、中央から基部端

に向かい稜が分かれる。中央よりやや下の位置に両面から穿孔を試みているが

未貫通である。粘板岩質の石材である。中期末∼後期初頭の遺構（ロ-Ⅲ、遺構

面）から出土している（山崎1986）。筆者が実見したところ、平面・断面形態、

厚さから、磨製石剣を磨製石鏃に転用している可能性が考えられる。

吉身西遺跡 吉身西遺跡は滋賀県守山市に所在し、琵琶湖南湖・北湖の境界

の東側に位置する平野沖積地に立地する弥生時代中期後葉の方形周溝墓群であ

る（第８図−４）。本遺跡からは磨製石鏃が３点出土しており、２点が有孔磨製

石鏃である。第６図−２は第８号方形周溝墓から出土しているが、詳細な出土

状況の記載はない。平面形は外湾する側縁をもつ柳葉形の二等辺三角形を呈す

る。平基式の基部は平坦に研磨し整形している。断面形は凸レンズ状を呈して

おり、穿孔は両面から穿たれている。全長4.7cm、幅2.8cm、厚さ0.3cm、孔径

0.2cm、重さ６gを測る。第６図−５はSH-1遺構より出土している。平面形は

直線的な側縁をもつ二等辺三角形を呈する。粗製で、A面は大きく３面を研磨
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している。B面は平坦に研磨しており、石の自然面が残る。本資料はA面に外

径0.3cmほどの穿孔を行った痕跡が認められるが未貫通である。全長2.8cm、

幅1.7cm、厚さ0.28cm、重さ１gを測る（山崎1988）。

桜内遺跡 桜内遺跡は滋賀県伊香郡余呉町に所在する（第８図−５）。姉川、

高時川、天ノ川などの主要河川により形成された湖北平野の最北端に位置し、

両山丘に挟まれた扇状地形の台地に立地している。遺跡の西側には余呉川が流

れる。出土している磨製石鏃は１点で、平基式有孔磨製石鏃である（第６図−

４）。平面形態は二等辺三角形を呈している。全長3cm、幅2.3cmを測る。基部

端より0.6cmの位置に直径0.13cmの穿孔を施している。刃先は角度をつけて

研ぎ、刃部を形成しているため、断面は扁六角形を呈する（田中1989）。出土位

置・時期については報告がなく不明である。

牧野小山遺跡 牧野小山遺跡は岐阜県美濃加茂市に所在し、木曽川と飛騨川

に挟まれた段丘上に立地する（第８図−６）。牧野小山遺跡からは２点の平基

式有孔磨製石鏃が出土している。第６図−６は全長2.1cm、幅2.1cm、厚さ

2.2mm、孔径1.5mmを測り、平面形は正三角形を呈する。石材は粘板岩である。

第６図−７は全長2.4cm、幅1.8cm、厚さ0.3mm、孔径0.15mmを測り、平面形

は五角形を呈する。石材は粘板岩である。いずれも明確な遺構に伴わないが弥

生中期∼後期に属すると報告されている（佐野1996）。

烏帽子遺跡 烏帽子遺跡は愛知県東海市に所在する（第８図−７）。本遺跡

から約１km東側は海岸線で、砂堆が並列しており、第３砂堆上に立地する。烏

帽子遺跡からは１点の磨製石鏃が出土している（第６図−９）。平面形態は五

角形を呈し、先端部は内湾し尖る。断面は凸レンズ状で、両面から穿孔されて

いる。明確な出土状況の記載が、出土している調査区から弥生時代中期後葉の

住居と遺構が検出されているため同時期の資料と報告されている（石黒2003）。

なお、スケールが不明なため法量の記載は省略した。

川原遺跡 川原遺跡は愛知県豊田市に所在する（第８図−８）。愛知県のほ

ぼ中央を南北に流れる矢作川の中流部、三河湾の河口から約30km北方の沖積

低地に立地する。川原遺跡からは11点の磨製石鏃が出土している。そのうち有

孔のものは３点であり、平基式の基部をもつものは第６図−８のみである。第
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第６図 平基式有孔磨製石鏃

１：千代川（京都府） ２・５：吉身西（滋賀県） ３：服部（滋賀県） ４：桜内（滋賀県）

６・７：牧野小山（岐阜県） ８：川原（愛知県） ９：烏帽子（愛知県）



６図−８は残存長３cm、幅2.4cm、厚さ

0.4cm、孔径0.2cmを測り、平面形は側縁

が外湾する二等辺三角形を呈する。断面は

凸レンズ状を呈する。石材はホルンフェル

スで、検Ⅴ−41から出土している（服部ほ

か2001）。

郷中遺跡 愛知県豊川市郷中遺跡は豊川

の沖積低地に位置し、この沖積低地の中で

も比較的高い面、「牧野面」と呼ばれる安定した堆積層の上に立地している弥生

後期の集落遺跡である（第８図−９）。郷中遺跡からは磨製石鏃が４点出土し

ている。そのうち３点が有孔磨製石鏃であり、基部の形態が円基式と凹基式の

２種存在する。残る１点の無孔の磨製石鏃は平基式である。第７図−１は平基

式に近い円基式の基部をもち、平面形は長三角形を呈する。残存長３cm、残存

幅2.6cm、厚さ0.3cm、重さ2.1gを測る。基部端より0.75cmの位置に直径

0.45cmの一孔が穿たれる。先端部と基部の端が欠損している。角閃岩製であ

ると報告されている。古墳時代後期の溝から出土しており、流れ込みと考えら

れる。第７図−２は円基式の有孔磨製石鏃で、欠損が激しい。残存長1.7cm、

幅1.7cm、厚さ0.23cm、重さ1.1gを測る。基部端より0.9cmの位置に直径

0.3cmの一孔が穿たれる（前田ほか1989）。

（２）磨製石鏃からみる東西交流

栄根遺跡の磨製石鏃の類例と考えられる平基式有孔磨製石鏃をみてきた。こ

こでは平基式有孔磨製石鏃の分布と時期について検討し、平基式有孔磨製石鏃

の成立について若干の考察を行いたい。

平基式有孔磨製石鏃の分布をみてみると、近畿地方∼東海地方にかけて広

がっていることがわかる（第８図）。近畿地方では琵琶湖周辺とそこから流れ

る淀川水系に確認でき、今回集成した限りでは栄根遺跡はその西限に位置する。

また、東海地方では近江・尾張・美濃に分布がみられる。さらに、当該地およ

び琵琶湖東岸では平基式有孔磨製石鏃の他に、東日本に特徴的な凹基式有孔磨

製石鏃や在地の形態と考えられる平基式無孔磨製石鏃が分布していることも注
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第７図 円基式有孔磨製石鏃

１・２：郷中（愛知県）



目される。

このような分布を示す平基式有孔磨製石鏃は、遺構外の出土例が多いという

資料の性格上、時期の特定が困難な場合があるが、その時期について検討して

みよう。

今回集成した平基式有孔磨製石鏃の古い資料には中期後半と報告される川原

遺跡や中期後葉とされる烏帽子遺跡の資料があげられるが、両遺跡とも遺構に

は伴わない。吉身西遺跡では中期後半、服部遺跡では中期末∼後期初頭の遺構

面で出土している。さらに、千代川遺跡や栄根遺跡など古墳時代と考えられる

ものがある。つまり、平基式有孔磨製石鏃は弥生時代中期後半∼古墳時代にか

けてみられる資料であり、西に行くほど時期が下る傾向が認められる。また、

平基式有孔磨製石鏃が出現すると考えられる中期後半は、中部高地や関東地方

において有孔磨製石鏃の製作遺跡が確認されるようになる時期であり、その前

後関係は今後詳細に検討していくべき課題である。

しかしながら、先行研究による資料集成から有孔磨製石鏃の分布や出土量は

東日本に多い傾向がみられることが指摘できる（関1965）。さらに近畿地方北

東部や東海地方西部では平基式無孔磨製石鏃がみられ、東海地方を代表する愛

知県清須市・名古屋市西区に位置する朝日遺跡の磨製石鏃の基部形態でも平基

式が約４割を占めており、当該地域で最も一般的な磨製石鏃の基部形態である

（第９図）。このようなことから筆者は、中部高地から関東地方で主体的に用い

られた有孔磨製石鏃の孔を穿つという特徴が、伊勢湾沿岸の在来の基部形態で

ある平基式の磨製石鏃に付加され、平基式有孔磨製石鏃となったと考える。さ

らに、伊勢湾沿岸から近畿地方北東部を経由し、淀川水系の栄根遺跡へもたら

されたのではないかと推察する。

本稿では平基式有孔磨製石鏃の成立の社会的背景に迫ることができなかった

が、栄根遺跡資料のような平基式有孔磨製石鏃に着目し、地域間の交流につい

て検討した研究に寺前直人の研究がある（寺前1999）。寺前は近畿地方の磨製

石鏃に①打製石鏃の系譜、②金属製鏃の系譜、そして③東日本の有孔磨製石鏃

鏃の系譜の3つが存在すると指摘している。その中でも、東日本の有孔磨製石

鏃の系譜を継ぐ鏃は弥生時代中期後半∼後期前半にかけてみられるという。ま
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た、東日本の有孔磨製石鏃の基部で

は凹基式が一般的であるのに対し、

近畿地方北部では平基式が多いこと

や、滋賀県守山市吉身西遺跡と服部

遺跡において穿孔途中品が出土して

いることから、そのほとんどが東日

本からの搬入品ではなく、当該地に

おいて製作していると考察してい

る。このような分析を通し、「有孔

磨製石鏃の分布の偏在は、東日本地域との結びつきの強弱を示す指標として重

要な意味をもつのである。」（寺前1999：P.422）と述べている。また、近畿地方

北部へ中部高地系の搬入土器の増加が確認できないことから、人的移動ではな
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第８図 近畿・東海地方における有孔磨製石鏃の分布

１：栄根 ２：千代川 ３：服部 ４：吉身西 ５：桜内 ６：牧野小山 ７：烏帽子 ８：川原 ９：郷中
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く、相互の文化を許容するような交流であったと解釈している。

また、田井中洋介の滋賀県の弥生時代の石鏃の変遷に関する研究（田井中

2001）も重要である。田井中は県内における磨製石鏃は弥生時代後期後葉∼後

期にかけて存続する石器であると述べている。さらに、県内の磨製石鏃にみら

れる穿孔は中部・関東地方の系譜を継ぐものとしている。興味深いのは、県内

の有孔磨製石鏃には吉身西遺跡や服部遺跡例のような穿孔途中のもの認めら

れ、これらは未製品と考えるのではなく、石鏃を矢柄に固定するための「孔」

本来の機能が十分に理解されずに形骸化したことを示すと述べていることで、

近畿地方の有孔磨製石鏃を理解する上で重要である。

つまり、近畿地方における平基式有孔磨製石鏃は近畿以東の地域との交流に

よって当該地において生産された石器であり、本稿で検討を行った栄根遺跡出

土の平基式有孔磨製石鏃は地域間交流を示す資料であると位置付けられるので

ある。

おわりに

本稿では兵庫県川西市栄根遺跡より出土している磨製石器を検討し、平基式

有孔磨製石鏃であるとした。この平基式有孔磨製石鏃は西日本と東日本両地域

の特徴を有することから、弥生時代の東西交流を示す資料であると考えられて

いる（寺前1999、田井中2001）。栄根遺跡の資料はその一資料であり、関東から

中部地方に起源をもつ磨製石鏃の西限域の資料として重要である。また、東日

本に特徴的な石器であるいわゆるアメリカ式石鏃の西限も摂津で確認されてお

り（森本1986）、このような視点からも当該地域における東日本との交流を考え

ることができる。

今回は資料検討に重点をおいたため、十分な分析を行うことができなかった

が、今後も研究を進め、東西弥生文化の交流について考えていきたい。
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